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第6回　小松崎邦雄　女性美の表象

　女性美をどのように表現するかという主題に向き合うことは、時代を超えて芸術家
が挑み続ける宿命の一つである。画家・小松崎邦雄は、その宿命を緻密な構図と
安定感のある技法によって温かく受容したと評することができる。
　小松崎が描いた女性の眼差しには、画布という枠を超え、現前の世界全体へと
通じる、強い意志と情熱が感じられる。女性の表情は時代の流れや社会の様態、人
間の可能性に光を当てる鏡となっている。
　小松崎邦雄は、昭和6年（1931）、東京、日暮里に生まれた。9歳の時、浦和で料亭を
営んでいた叔母の関わりで浦和市高砂町（現在のさいたま市）に転居し、その後、浦
和中学校（現在の埼玉県立浦和高等学校）に入学し、美術教師の山下仙之助に師
事。加え、高田誠からデッサンと油彩を学び、同25年、東京藝術大学油画科に入学。
安井曽太郎、林武らに師事。同29年、同科を卒業して同大油絵専攻科に進学。卒業
制作「群像」が安井賞を受賞し、第16回一水会展に「群像」で初入選を果たした。同
31年、藝大油絵専攻科を修了し同大大橋賞を受賞。以降、数々の特選を受賞。同43
年より翌年までユネスコ・フェローシップ奨学金を得て欧米各国で研鑽を積み、帰国
後は一水会の主要画家として名を馳せた。平成4年（1992）12月28日、逝去した。
　画風はその丹念な描写性を中心に据え、初期には人物群像を、牛、人形、風景な
ど数年間ごとに主題を定め集中して研究・制作を続けた。晩年は舞妓を主に描き、
陰影や光の効果に基づく、対象物への高度な描写表現が定評を集め、現実感を超
越する雰囲気が小松崎絵画の特徴となった。東京芸術大学講師を務めるなど後進
育成に尽力したほか、新聞挿絵や舞台芸術など多岐にわたる分野で活躍した。
　着物姿が凛とした「靜思」（F10）、妖艶な洋装が特徴の「黒扇の踊り子」（P8）は、
ともに小品でありながら、小松崎芸術の極致を表現した名作である。「靜思」の主題
は舞妓であり、その白肌の透明感と、沈思する表情がセンチメンタルな印象を放つ。
黒を基調とした煌びやかな着物の紋様が精緻に描かれ、その色彩美に息を呑む。
一方の「黒扇の踊り子」では、立脚する力強さに呼応するように、赤と黒色のコントラ
ストを生かした洋装と扇子の色彩感が際立っている。背景の灰色の混ざり合う空間
表現は、女性の表情を誇張し、場面の中に一種の緊張感を与えている。
　あたかもモデルの女性が観る者たちに語り掛けるように、または語り掛けずとも沈
思の先に一言呟く瞬間のような姿が克明に描かれている。小松崎の美は、そこに佇
みモデルとなった女性との無言の対話によって構築され、その空間の雰囲気をも描
いていることに気付かされるのである。
参考出典：「小松崎邦雄」『日本美術年鑑』平成5年版（331頁）
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友
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森
田
恒
友
は
明
治
14
年
大
里
郡
玉
井
村（
現
熊
谷
市
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ま
れ
、20
歳
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時
に
画
家
を
目
指
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上
京
。東
京
美
術
学
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現
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京
芸
大
）西
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画
家
専
科
に
入
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ま
し
た
。同
級
生
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る
青
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繁
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熊
谷
守一ら
と
研

鑽
を
積
み
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大
学
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首
席
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卒
業
さ
れ
て
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す
。青
木
繁
は
天
才
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森
田
恒
友
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才
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で
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ス
ペ
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が
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で
す
。
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受
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。
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摩
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。
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友
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２５
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０
０
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２
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熱
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。
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仙
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回
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明
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周
年
を
記
念
致
し
ま
し
て
、前
日
10
月
22
日（
日
）に
熊
谷
を
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仙

沼
よ
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上
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。
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仙
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。

3 

交
通
費
そ
の
他
費
用
は
参
加
者
負
担

4 

申
込
締
切　

10
月
16
日（
月
）

5 

日
程
と
花
巻
温
泉「
佳
松
園
」宿
泊
予
定

　

 

お
問
合
せ
詳
細
は
事
務
局
ま
で

　

 

T
E
L
：
0
4
8 

ー  

5
2
1 

ー  

7
8
0
1 

 

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
4
8 

ー  

5
2
1 

ー  

7
9
0
0

　

今
年
も
定
例
総
会
を
開
催
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

熊
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仁
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員
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資
源
の
少
な
い
日
本
の
将
来
に
は
、効
率
化
を

踏
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た
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の
再
構
築
が
欠
か
せ
な
い
課

題
と
存
じ
ま
す
。御
出
席
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い
ま
し
た
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生

方
に
ご
指
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を
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き
、農
業
国
日
本
を
考
え
て

参
り
ま
し
ょ
う
。
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ま
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皆
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で
ご
ざ
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か
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申
し
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げ
、２０
周
年
に
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け
て
相
変
わ
り
ま
せ
ず
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
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